
４．教育施策の基本方針

•自己肯定感と他者への寛容なこころをはぐくむ
•健やかな身体をはぐくむ
•就学前教育に関わる全ての関係者が共通の意識を持って
実践する

•地域で学びとしごとを円滑に接続させる

•異なる価値観を持つ人たちと共生する力をはぐくむ
•地域をコーディネートする力をはぐくむ
•生涯にわたる学びを通して郷土への誇りと愛着をはぐくむ

•豊かなこころをはぐくむ
•主体性を持ち、自立して生きていく力をはぐくむ
•個々の特性を理解し、共生する力をはぐくむ

５つのテーマ

•学ぶ楽しさを知り生涯学び続ける意欲をはぐくむ
•人に自分の考えを理解してもらう力をはぐくむ
•新たな時代を豊かに生きる力をはぐくむ

目指す方向

4. 地域と協働して活躍する人を
育てる

3. 働く意欲と働く力をはぐくむ

2. 学ぶ力、考える力、探究する
力をはぐくむ

1. こころと身体を子どもの成長
に合わせてはぐくむ

5. 地域で個性が輝く環境と仕
組みをつくる

１．教育振興大綱の位置付け

➢ 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（昭和３１年法律第162号）第１条の３

に基づき、地方公共団体の長が当該地方公共団体の教育の振興に関する総合的な施策の

大綱を定めるものです。

２．策定時期・対象期間

➢ 策定時期：令和３年３月 ➢ 対象期間：令和３年度～令和６年度 （４年間）

第２期奈良県教育振興大綱の概要

３．奈良県教育が目指す方向性

本人のための教育
一人ひとりの「学ぶ力」「生きる力」をはぐ
くむ本人のための教育を行います。

「学ぶ力」をはぐくむ 「生きる力」をはぐくむ

成長段階に応じて「生きる力」をはぐくみ
ます。自己や他人の尊重のもととなる自己肯
定感や他者への寛容な心、健やかな身体、
コミュニケーション力など他の人と良い関係
を作る力をはぐくみます。

ものごとを「知り」「理解する」ことに加え、
自ら「考え」、「探究する」といった「学ぶ力」
をはぐくみます。子どもたちが学ぶ楽しさを
知ることで、学ぶ意欲を高め、生涯にわたり
学び続ける力をはぐくみます。

施策の方針

就学前教育の充実

こころと身体のはぐくみ

•自尊心・利他心のはぐくみ
•運動によるこころと身体の発達の促進

•意識の共有・理論の確立と実践

学び考え探究する力のはぐくみ

新たな教育のスタイル

• ICTを活用した授業の充実
•教員の働き方改革

•アクティブ・ラーニングの実践

働く意欲と働く力のはぐくみ

地域での職業選択を叶える

•地域での働く場づくり
•職業訓練やリカレント教育

•キャリア教育、インターンシップ、実学教育

地域を良くする力のはぐくみ

地域を楽しむためのはぐくみ

•生涯にわたる学びの推進

•地域全体での子どものはぐくみ
•地域のコーディネートリーダーの育成

いじめ防止対策

不登校・ひきこもり対策

•相談窓口の設置、居場所づくり

•いじめを生まない環境づくり
•いじめを見逃さない取組の推進

インクルーシブ教育

•一人ひとりの教育的ニーズに応じた切れ目ない
支援体制の整備

５．大綱の推進方針

➢ 就学前から学齢期、大学等、社

会人・シニアといった各ライフ

ステージにおける教育を、「奈

良県教育が目指す方向性」のも

と、連続したものとして位置付

け、切れ目ない接続を図ります。

➢ 知事部局と教育委員会が連携を

図りながら、それぞれの役割を

主体的に果たします。

➢ 市町村及び市町村教育委員会、

学校、地域、家庭とも連携・協

働して施策を遂行します。


